
仕上りサイズW1800×H1800（実寸サイズ）
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【 利 用 案 内 】
　見学　 無 料
　 ◆ 内 部 一 般 公 開 日 : 不 定 期
　 　（ 詳 細 は 市 公 式 ホ ー ム ペ ー ジ 等 に て ご 案 内 し ま す ）
　 ◆ 貸 館 利 用 時 に は 、 見 学 を お 断 り す る 場 合 が あ り ま す
　貸館　 有 料
　 ◆ 時 間 ： ８ 時 か ら ２ ０ 時 ま で
　 ◆ 料 金 ： １ 時 間 あ た り ２ ０ ０ 円
　 ※ 事 前 の 申 請 が 必 要 で す 。
　 ※ 年 末 年 始 （ １ ２ 月 ２ ８ 日 ～ １ 月 ４ 日 ） 休 館

【 お 問 い 合 わ せ 】
　 白 河 市 建 設 部 文 化 財 課 （ 白 河 市 歴 史 民 俗 資 料 館 内 ）
　 〒 9 6 1 - 0 0 5 3 　 福 島 県 白 河 市 中 田  7 - 1
　 T E L : 0 2 4 8 - 2 7 - 2 3 1 0 　 F A X  0 2 4 8 - 2 7 - 2 2 5 6
　 h t t p : / / w w w . c i t y . s h i r a k a w a . f u k u s h i m a . j p /
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 江戸時代  小峰城内太鼓門西側付近に所在 
 明治 7 年  旧三之丸紅葉土手に移築 
 昭和 5 年  現敷地内へ移築  
 昭和 39 年  市重要文化財(建造物)指定 
   平成 27 年  建物が市に寄贈  
 平成 29 年  市の歴史的風致形成建造物に指定 
 令和 2 年  解体移築工事着手 
 令和 4 年   解体移築工事竣工 
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旧
小
峰
城
太
鼓
櫓
︵
以
下
﹁
旧
太
鼓
櫓
﹂︶
は
、

江
戸
時
代
の
小
峰
城
に
所
在
し
た
建
造
物
と
し
て
、

市
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
も
と
は
城
内
二
之
丸
の
太
鼓
門
西
側
に
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
、
明
治
七
年
︵
一
八
七
四
︶
に
白
河

で
商
家
︵
山
城
屋
︶
を
営
ん
で
い
た
荒
井
家
が
払

い
下
げ
を
受
け
て
旧
三
之
丸
の
紅
葉
土
手
東
側
に

移
築
し
、
昭
和
五
年
︵
一
九
三
〇
︶
に
現
敷
地
内

に
再
移
築
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
平
成
二
七
年
︵
二
〇
一
五
︶、
旧
太
鼓

櫓
な
ど
が
荒
井
家
よ
り
市
へ
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
旧
太
鼓
櫓
の
老
朽
化
等
の
た
め
令
和

二
年
一
〇
月
か
ら
令
和
四
年
七
月
に
か
け
て
解
体

修
理
を
行
い
、
同
敷
地
内
南
側
へ
の
移
築
を
実
施

し
ま
し
た
。

旧小峰城太鼓櫓の移築の経過（推定）（『福島県ヨリ大蔵省
エ差出ニ相成候白河城郭内絵図面』〈部分、個人蔵〉より）

旧
太
鼓
櫓
の
特
徴

　

旧
太
鼓
櫓
は
、
寄
棟
造
り
で
柱
が
四
方

に
転
び︵
柱
な
ど
の
材
を
傾
け
る
作
り
方
︶

を
持
つ
二
階
建
て
の
建
物
で
す
。
現
在
み

ら
れ
る
一
階
の
庇
や
広
縁
部
分
、
茶
室
と

し
て
の
内
装
な
ど
は
、
払
い
下
げ
後
に
数

度
に
わ
た
り
改
修
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
解
体
工
事
に
あ
わ
せ
て
行
わ
れ

た
部
材
の
年
代
測
定
調
査
に
よ
り
、
柱
や

桁
な
ど
構
造
材
の
一
部
は
江
戸
時
代
に
伐

採
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

小
峰
城
内
の
建
造
物
は
、
江
戸
時
代
の

末
か
ら
明
治
時
代
の
初
め
に
か
け
て
ほ
ぼ

失
わ
れ
て
お
り
、
旧
太
鼓
櫓
は
唯
一
現
存

す
る
貴
重
な
建
造
物
で
す
。
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紅葉土手時代の様子（大正～昭和初期頃）（『白河市史』三より）
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